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大
東
亜
戦
争
参
戦
抄
録 

福
島
県 

 

横 

山 

武 

夫 
 
 

  

私
は
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
二
月
十
一
日
、

紀
元
節
の
佳
き
日
に
、
福
島
県
耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村

大
字
加
納
字
根
岸
甲
で
生
ま
れ
ま
し
た
。 

  

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
十
月
一
日
、
横
須
賀

第
一
海
兵
団
へ
入
団
。 

 

昭
和
二
十
一
年
八
月
十
五
日
、
復
員
、
実
家
へ
帰

る
。
と
い
う
こ
と
で
大
東
亜
戦
争
に
参
加
出
征
し
た

軍
人
で
す
。 

 

昭
和
十
八
年 

 

九
月 

 

十
日 

召
集
令
状
交
付 

 

九
月
二
十
九
日 

出
発
、
東
京
弟
宅
へ
一
泊 

 

九
月 

三
十
日 

片
瀬
町
江
の
島
旅
館
「
洗
心
亭
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

集
合
、
海
兵
団
よ
り
出
張
入
団 

 
 

 
 

 
 

 
 

注
意
等 

 

十
月 

 

一
日 

四
時
起
床
、
朝
食
五
時
、
電
車 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
横
須
賀
七
時
半
着
、
六
兵
舎 

 
 

 
 

 
 

 
 

へ
（
第
一
海
兵
団
） 

 

十
月
二
十
四
日 

館
山
砲
術
学
校
へ
。
二
カ
月
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

猛
訓
練 

 

十
二
月
十
四
日 

横
一
団
へ 

と
な
っ
た
。
私
の
こ
の
入
団
当
時
の
家
庭
の
状
況
を

述
べ
ま
す
。
家
業
は
農
業
で
す
。 

 

父 
 

 
 

 
 

農
業 

 
 

 

病
弱 

 

母 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 

健
康 

 

長
男
（
私
） 

 

〃 
 

 
 

 

〃 

 

妹
（
長
女
） 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

結
婚 

 

次
男
（
洋
服
店
） 

 
 

 
 

 

〃 

 

妹
（
次
女
） 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

結
婚 

 

三
男 

 
 

 
 

国
鉄
職
員 

 

〃 
 

在
東
京 

 

四
男 

 
 

 
 

会
社
員 

 
 

〃 
 

〃 

 

五
男 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 

〃 
 

〃 

 
妹
（
三
女
） 

 

学
生 

 
 

 

〃 



562 

と
言
っ
た
次
第
で
八
人
の
子
供
の
十
人
家
族
で
し
た
。 

  

私
の
海
軍
生
活
の
労
苦
の
始
ま
り
は
入
団
第
一
日

目
か
ら
の
総
員
制
裁
で
す
。
海
軍
で
は
団
体
の
隊
員

の
内
の
一
人
の
ミ
ス
や
誤
り
を
全
隊
員
即
ち
総
員
に

対
し
て
制
裁
が
あ
り
ま
す
。
樫
の
棒
で
長
さ
約
一
メ

ー
ト
ル
半
、
直
径
約
五
セ
ン
チ
の
精
神
修
養
棒
で
尻

を
叩
か
れ
る
。
毎
日
あ
る
。 

 

私
の
場
合
は
昭
和
十
八
年
十
月
一
日
よ
り
昭
和
十

九
年
一
月
十
日
ま
で
毎
日
。
も
う
話
に
な
ら
ぬ
位
痛

い
。
ひ
ど
い
。
じ
っ
と
耐
え
て
忍
ぶ
の
み
で
あ
る
。

痛
さ
、
辛
さ
、
苦
し
き
に
打
ち
勝
つ
海
軍
魂
の
養
成

で
あ
る
。
難
局
を
打
開
し
、
困
苦
欠
乏
に
勝
ち
、
最

後
の
勝
利
を
つ
か
み
と
る
た
め
に
上
官
の
愛
の
試
練

で
あ
る
。
復
員
後
社
会
に
復
帰
し
、
何
く
そ
！ 

と

の
負
け
じ
魂 

 

海
軍
魂
で
成
功
を
も
の
に
し
て
、
幸

福
な
人
生
、
家
庭
を
築
い
た
人
材
は
多
い
。
総
員
制

裁
は
大
き
な
勝
利
の
生
み
の
親
で
あ
っ
た
。 

 

次
は
朝
夕
の
釣
り
床
の
件
。
世
に
言
う
ハ
ン
モ
ッ

ク
。
毎
日
釣
る
、
た
た
む
、
そ
の
度
毎
の
恐
ろ
し
い

指
導
だ
。
私
は
水
兵
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
た
め
の

独
特
の
勉
強
が
術
、
学
と
あ
る
。
教
え
る
方
は
「
二

度
言
わ
な
い
ぞ
」
と
厳
し
い
。
朝
食
前
の
体
操
、
駈

け
足
、
入
浴
（
尻
が
痛
く
て
湯
に
入
れ
な
い
）
、
食
事

（
栄
養
失
調
を
防
ぐ
）
。 

 

私
は
三
十
歳
で
入
団
し
た
。
楽
し
み
は
家
内
が
二

人
の
子
供
を
連
れ
て
来
る
面
会
で
あ
る
。
痛
さ
、
辛

さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。 

 

隊
員
は
一
班
に
十
五
人
位
い
る
。
半
数
は
妻
帯
者

だ
。
現
役
兵
と
比
べ
る
と
十
歳
年
長
だ
が
、
若
い
者

に
負
け
ぬ
ぞ
と
皆
励
ま
し
合
っ
て
頑
張
っ
た
。
ま
た

小
隊
は
四
十
人
位
い
た
が
、
福
島
県
人
が
多
く
い
て

心
強
か
っ
た
。 

 

館
山
の
砲
術
学
校
で
は
、
十
年
式
四
十
五
口
径
十

二
セ
ン
チ
高
角
砲
の
教
育
を
受
け
た
。
私
は
砲
手
の

要
員
と
し
て
第
五
十
防
空
隊
の
教
育
を
受
け
た
。
大

空
を
飛
ん
で
来
る
敵
機
を
撃
墜
す
る
た
め
の
学
科
も

あ
る
。
教
官
側
は
「
二
度
言
わ
な
い
ぞ
」
が
口
癖
で



563 

厳
し
い
。
特
に
横
方
向
に
と
ぶ
敵
機
の
敵
速
を
よ
く

理
解
し
て
照
準
を
合
わ
せ
な
い
と
駄
目
。
上
官
の
発

射
命
令
、
号
令
に
従
う
の
は
勿
論
だ
が
、
ま
た
自
分

な
り
の
判
断
、
知
識
で
補
う
こ
と
も
多
い
。
撃
墜
と

い
う
戦
果
が
目
に
見
え
ぬ
と
空
し
い
気
持
ち
に
な
り
、

叱
ら
れ
る
。
む
ず
か
し
い
戦
い
で
し
た
。
や
が
て
昭

和
十
八
年
十
二
月
十
四
日
、
学
校
を
卒
業
し
て
横
一

団
へ
帰
り
ま
し
た
。 

  

昭
和
十
九
年
一
月
十
二
日
、
横
須
賀
を
出
て
、
一

月
十
五
日
よ
り
呉
海
兵
団
へ
移
る
。 

 

一
月
二
十
日
、
「
国
山
丸
」
で
呉
を
出
港
、
一
月
二

十
八
日
台
湾
の
高
雄
入
港
。
八
湯
上
陸
。 

 

二
月
六
日
午
後
三
時
、
仏
印
の
カ
ム
ラ
ン
湾
で
敵

潜
よ
り
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
た
。
そ
の
時
日
本
軍
は

輸
送
船
十
二
隻
位
で
船
団
を
組
み
、
海
軍
の
駆
潜
艇

一
隻
の
護
衛
が
つ
い
て
い
た
。 

魚
雷
を
受
け
た
の

は
「
図
南
丸
」
と
い
う
昔
の
捕
鯨
母
船
の
大
き
い
船

で
し
た
。
飛
行
場
設
営
隊
が
乗
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

幸
い
に
も
沈
没
せ
ず
傾
い
た
の
み
で
最
悪
の
事
態
は

ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
。 

 

二
月
十
日
、
サ
イ
ゴ
ン
の
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
港
へ
仮

泊
入
港
す
る
。
二
月
二
十
二
日
、
ジ
ャ
ワ
の
ス
ラ
バ

ヤ
軍
港
へ
。
上
陸
許
可
さ
れ
る
。
給
料
と
し
て
初
め

て
二
十
円
を
支
給
さ
れ
た
。
嬉
し
か
っ
た
。
三
月
二

日
、
ス
ン
バ
島
着
。
母
港
ワ
イ
ン
カ
ッ
プ
港
に
午
後

五
時
五
十
分
入
港
。 

 

や
が
て
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
終
戦
と
な
る
。

ス
ン
バ
島
よ
り
ジ
ャ
ワ
島
へ
撤
退
す
る
。
イ
ギ
リ
ス

軍
に
よ
る
武
装
解
除
を
受
け
た
。
さ
す
が
に
ジ
ェ
ン

ト
ル
マ
ン
の
国
だ
け
あ
っ
て
、
感
服
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
多
し
。
が
し
か
し
一
部
の
兵
が
私
達
の
時
計
、
万

年
筆
を
略
奪
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
軍
へ
の
敬
意
は
消
え

た
。 

 

や
が
て
オ
ラ
ン
ダ
軍
と
交
替
し
た
。
私
達
の
仕
事

は
乳
牛
の
乳
し
ぼ
り
、
草
刈
り
、
清
掃
等
で
あ
っ
た
。 

 

や
が
て
待
ち
こ
が
れ
た
帰
国
で
あ
る
。
昭
和
二
十

一
年
八
月
十
五
日
、
終
戦
よ
り
丸
一
カ
年
後
、
実
家
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へ
帰
還
。
家
族
は
皆
元
気
で
、
喜
ん
で
迎
え
て
く
れ

た
。 

 

私
は
三
十
歳
で
入
団
し
た
。
結
婚
は
昭
和
十
三
年

三
月
三
十
一
日
で
し
た
。
子
供
は
一
男
三
女
で
、
皆

元
気
。
私
の
戦
後
は
農
業
委
員
、
農
協
役
員
、
神
社

や
寺
の
総
代
等
を
歴
任
し
て
現
在
は
も
う
九
十
歳
。

隠
居
で
す
。 

抑
留
の
屈
辱
に
耐
え
て 

福
島
県 

 

猪 

俣 
 
 

傳 
 

 

  

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
十
二
月
二
十
七
日
、
父
傳
一

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
姉
二
人
、
妹
一
人
、
弟
一
人
の

五
人
兄
弟
と
し
て
幼
少
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
家
は
中
程

度
の
農
家
で
、
米
作
り
と
薪
炭
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

父
が
近
衛
兵
の
軍
人
と
し
て
過
ご
し
た
こ
と
か
ら
、
折

に
ふ
れ
て
話
し
て
く
れ
た
軍
隊
当
時
の
様
子
を
子
供
の
頃

か
ら
聞
か
さ
れ
、
ま
た
写
真
な
ど
も
見
せ
ら
れ
て
兵
隊
当

時
の
父
の
姿
が
と
て
も
立
派
に
見
え
て
、
自
分
も
早
く
大

き
く
な
っ
て
父
の
よ
う
に
近
衛
兵
と
な
れ
た
ら
よ
い
と
思

い
つ
づ
け
て
お
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
三
月
、
熱
塩
村
尋
常
高
等
小

学
校
高
等
科
を
卒
業
し
、
さ
ら
に
中
学
校
に
行
き
た
い
と

父
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
今
十
一
人
の
家
族
を
か
か
え
大
変

な
時
に
と
て
も
中
学
校
な
ど
に
は
や
れ
な
い
と
言
わ
れ
、

止
む
な
く
あ
き
ら
め
て
青
年
学
校
に
入
り
勉
強
し
ま
し
た
。




